10月21日、瀬戸市にある瀬戸蔵つばきホールにて、ガバナー公式訪問を瀬戸RC、尾張旭RC、愛知長久手RC、瀬戸北RCの4クラブ合同例会として行われました。
はじめに会長幹事懇談会では、各クラブの今年度の取り組み、増強の状況などを共有させていただき、今後の糧となる助言をいただきました。
またポリオ根絶に向けての取り組みを織り交ぜての事業としてほしい、ロータリーの活動を広く地域に分かるようにしていきたいとのご要望もいただきました。
その後の卓話の冒頭で、各4クラブの会長方針に対しての講評をいただきました。
またフランチェスコ・アレッツォRI会長のメッセージに込められた意味にも触れ、地域社会への貢献と、一人ではできないことを仲間と力を合わせて実現していくことの重要性を語られました。
その後は会員増強が重要であること、世界、日本でも会員が減っている中、2760地区は会員数が増加しているということで、各クラブの努力の賜物であるということと、ロータリーにとって会員こそが宝であるとの話しをされました。
そしてポリオ根絶は我々ロータリアンが世界に果たす責務の一つであり、今年度もさまざまな取り組みをしているとのことでした。
また青少年への支援と投資が平和の構築に繋がるとの重要な話しも聞けました。
最後に11月の地区大会、来年6月の国際大会へ、との話しで終わりました。
鈴木ガバナーの話しは、どのクラブも少し修正していけば当てはまる内容となっているように感じ、モチベーションが上がる、とても分かりやすく腑に落ちる内容でした。
今年度に行う予定の事業も、再度確認していく良い機会とさせていただきます。
